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修士論文作成に関しては、各学生がそれぞれの国での水災害に関する課題解決に資するために研究した

い内容を尊重しながら、ICHARM研究員が個別に面談を行い研究内容のサポートを適宜行った。学生は、

不慣れな日本での長期間の生活に苦労しながらも、ICHARM 研究員から有用なアドバイスを受け修士論

文を作成した。そして、2009年8月7日に行われた修士論文の発表会では1年間の成果を各自披露した。 

 

 

 

 

 

 

  岡崎 健二教授（GRIPS） 
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論文作成を通じて、学生の知識が豊富になるばかりでなく、ICHARM にとっても学生との関係が緊密

になるため、学生を通じたこのような国際的なネットワーク形成は、今後の ICHARM の活動にも大いに

役立つものと思わる。 

また、今年度のコースからは日本の学会への論文投稿を積極的に勧め、その結果8月の水文・水資源学

会や9月の土木学会国際シンポジウムにおいて、それぞれBiswas氏（バングラデシュ）とJin氏（中国）

2 名が発表することが出来た。さらに、Jin 氏は土木学会国際シンポジウムにおいて、当該セッションで

の「最優秀賞」を受賞し、このことはもちろん本人の努力によるところが大であるが、本修士コース設立

後、約2年をかけて他の大学に劣らない教育体制の充実に努めてきた結果であるとも受け止めており、今

後とも一層の体制の充実に努めていきたい。 

このような学生の発表の場を彼らへ提供し、よりよい修士論文作成への動機付けを行うことは今後も積

極的に行っていきたいと考えている。 

 

 

  

 
Jin氏による土木学会国際シンポジウムでの発表 

Biswas氏による水文・水資源学会でのポスター発表 

土木学会からJin氏への表彰状 
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2009年9月16日には、GRIPSにて学位授与式が、18日にはJICA筑波にて閉講式が行われた。本修

士コースで最も優秀な成績を修めた者に贈られる”Outstanding Award”は、バングラデシュのBiswas 氏

に授与された。 

 

このコースの目的としては、社会的要請に必要な最新の技術を持ち合わせている専門家を養成し、その

結果、一国の計画における災害マネジメントの重要性を彼らが政策決定者に提示することができるように

することを掲げている。しかし、これは一朝一夕に出来るものではなく、帰国後も継続してフォローアッ

プを行う必要を感じている。 

 

 

学位授与式(GRIPS) ”Outstanding Award”授与 

JICA筑波での閉講式集合写真（2009年9月18日） 
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Chapter 5: 修士論文について 

本修士コースは前述の通り、「押しつけの研修」ではなく、「自ら考え、課題を解決する研修」を目指し

た”Problem Solving-Oriented” course （課題解決型研修）を特徴の一つとしている。これに基づき、本

修士コースの修士論文では、学生が自ら自国の課題解決に関わるテーマを研究することにしており、その

結果として、総合的な水災害被害軽減の総合的計画立案が可能な人材育成が図られ、帰国後の自国での課

題解決促進にも役立つことが期待される。 

そのため、まず学生には、自国の課題紹介として、“Inception Report”を発表させ、修士論文の対象予

定とするターゲットエリアに関する情報やプロジェクト履行に関する必要な行動について発表を行った。 

さらに、2008年12月には ICHARM指導教官と学生が、取り組みたいテーマについて話し合いを行い、

講義・演習がほぼ終了した3月下旬から本格的に各自の研究テーマに取り組んだ。 

修士論文に関する主たるスケジュールを以下に示す。 

<October> 
24th  Presentation on Inception Report 

< December > 
8th   Interview on Master Thesis 
24th   Interview on Master Thesis 

< January > 
21st   Interview on Master Thesis 

     <May> 
27th   Interim Presentation of Master Thesis 

<August> 
7th   Final Presentation on Master Thesis 
28th  Submission of Master Thesis 

 

各学生は、ICHARM 内の研究員と議論をしながら、8 月中旬に主査・副査に修士論文を提出し、審査

された結果、タイのKhorsuk Banluesak 氏を除く8名中7名が「防災政策」の修士号を授与された。 

 各学生の修士論文タイトルと主査・副査を表5-1に示す。また、各論文の梗概集を参考資料5-1に示す。 
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表 5-1  修士論文リスト 

Name Title Examiner/Supervisor 

Robin Kumar 

Biswas 

(Bangladesh) 

Water Level Prediction by Artificial Neural 

Networks in the Surma-Kushiyara River     

System of Bangladesh 

Prof. Jayawardena Amithirigala (ICHARM) 

Prof. Shigeru Morichi (GRIPS), 

Prof. Shigenobu Tanaka (ICHARM), 

Asso. Prof. Kazuhiko Fukami (ICHARM) 

Banda Mohd. 

Sarfaraz 

(Bangladesh) 

Migration characteristics of meandering 

channels based on river morphodynamics 

Prof. Shinji Egashira(Newjec) 

Prof. Kenji Okazaki (GRIPS), 

Prof. Shigenobu Tanaka (ICHARM), 

Asso. Prof. Katsuhito Miyake (ICHARM)  

Jin Ke 

(China) 

A methodological study to improve flood 

management of the Taihu Lake Basin 

Prof. Kuniyoshi Takeuchi (ICHARM)  

Prof. Ikuo Shimomura (GRIPS), 

Prof. Shigenobu Tanaka (ICHARM), 

Asso. Prof. Jun Magome (ICHARM)  

Xiao Fei 

(China) 

HYDRAULIC MODELLING OF NENJIANG 

RIVER FLOODPLAIN IN NORTHEAST 

CHINA 

Prof. Jayawardena Amithirigala(ICHARM) 

Prof. Shigeru Morichi (GRIPS), 

Asso. Prof. Junichi Yoshitani (NILIM), 

Asso. Prof. Katsuhito Miyake (ICHARM)  

Alemu Yonas 

Tadesse 

(Ethiopia) 

ANALYSIS OF SOCIO-ECONOMIC IMPACTS 

OF FLOODING IN DIRE DAWA, ETHIOPIA 

Prof. Jayawardena Amithirigala(ICHARM) 

Prof. Kenji Okazaki (GRIPS), 

Asso. Prof. Junichi Yoshitani (NILIM), 

Asso. Prof. Jun Magome (ICHARM)  

Maruli Tua 

Gregorius 

Simatupang 

(Indonesia) 

IDENTIFICATION OF ILLEGAL RESIDENCE 

POTENTIAL EFFECT IN FLOODPLAIN AND 

SOCIO-ECONOMY EFFORTS FOR 

SOLUTION 

Prof. Kuniyoshi Takeuchi (ICHARM)  

Prof. Shigeru Morichi (GRIPS), 

Asso. Prof. Junichi Yoshitani (NILIM),  

Asso. Prof. Pham Thanh Hai (ICHARM)  

Manohar 

Kumar Sah 

(Nepal) 

INUNDATION ANALYSIS AND 

DEVELOPMENT OF RAINFALL RUNOFF 

MODEL  

FOR TINAU RIVER BASIN IN NEPAL 

Prof. Jayawardena Amithirigala(ICHARM) 

Prof. Hideo Fukui (GRIPS), 

Asso. Prof. Kazuhiko Fukami (ICHARM),  

Asso. Prof. Katsuhito Miyake (ICHARM),  
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Chapter 6:  コース評価と今後の課題 

6.1  学生によるコース評価 

コース全体を通じ、上半期に月 1 回程度、学生と ICHARM スタッフが意見交換する場として

“Homeroom”を開催し、コース中盤には ICHARM とGRIPS それぞれが講義・講師に対するアンケー

トを行った。さらにコース最終日には、コース全体の評価を行う評価会を実施した。 

 

表6-1 本修士コースに対する評価の一覧 

開催日 主な議題 

“Homeroom” 

（上半期において 

月1回程度開催） 

ICHARMでの生活面、 

講義・講師に関すること、 

個人研究に関すること など全般 

2008年3月 

中間アンケート（１） 

（ICHARMによるアンケート） 

半年間の講義・講師についての評価 

2008年4月 

中間アンケート（２） 

（GRIPSによるアンケート） 

半年間の講義・講師についての評価 

2008年9月 

評価会 

（JICAアンケート） 

１． 設定された到達目標とニーズの適合について 

２． カリキュラム評価 

３． 研修期間について 

４． 講師の講義プレゼンテーションについて、 

５． テキスト、研修機材、講義施設について 

６． 研修運営管理について 

７． 期待充足度 

８． 到達目標達成度 

 

以下、6.1.1で中間アンケートから見た講義の評価、6.1.2で中間アンケートから見た講師の評価、6.1.3

で評価会の結果から見たコース全体の評価を行う。 
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6.1.1 講義に対する評価 

GRIPSによるアンケートでは、各講義・演習について表6-2に挙げる14個の観点からそれぞれ5段階

で評価されている。各講義・演習に対する各項目の平均点のグラフを図 6-1、それを各講義について平均

した結果を図6-2、また各項目について平均した結果を図6-3に示す。 

 

表6-2 GRIPSによるアンケート項目一覧 

講義に

ついて 

1. The course was well-designed in order to provide students with good understanding of the 

content. （講義は学生に対して良い理解を与えるよう、よく設計されていた） 

2. The level (difficulty)of this course was appropriate. 

（講義のレベルは適切であった）  

3. The course helped me think logically. 

（講義は、私の論理的な思考を助けてくれた）  

4. I would like to recommend this course to other students. 

（この講義を他の学生にも勧めたい）  

5. The issues and the topics discussed during the class were appropriate and relevant to the 

goal of the course.（講義で触れられた内容は研修全体のゴールに対して適切で関連が深かった） 

6. The course was intellectually stimulating.  

（この講義は知的な刺激を与えてくれた） 

7. What I learned in the course will be useful for my future professional activities.  

（この講義で学んだことは私の将来の仕事に役立つであろう） 

8. The quantity, content, and level of assignments were adequate. 

（宿題の量や内容、レベルは十分であった）  

講師に

ついて 

9. The examination(s) and grading method were appropriate for the class.  

（テストや採点方法は適切であった） 

10. The instructor taught this course according to the syllabus. 

（講師はシラバスに沿って教えてくれた） 

11. The instructor presented ideas clearly and logically. 

（講師は明確にかつ論理的に考えを紹介してくれた）  

12. The instructor provided useful study materials. 

（講師は役立つ学習資料を与えてくれた）  

13. The instructor was well prepared for each class. 

（講師は授業の準備をよくしていた） 

全体 

評価 

14.As an overall evaluation, the course was useful and meaningful.  

（全体として、この講義は有用で役立つものだった） 



 
30 

 

 
 

図6-1 各講義に対する各項目での評価結果 
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図6-2 各講義について平均した結果 

 

 

図6-3 各項目について平均した結果 
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 ICHARMによるアンケートでは、以下の設問を設定した。 

 

Q-1  Please describe the good/bad points regarding to the subjects. (including practice) . 

Q-2  Please fill in the name and the reason of the best 5 useful lectures for the water-related 

disaster mitigation in your country. 

Q-3  If you think there are any subjects of lectures to be added or deleted to the course, please 

describe.  

Q-4  Please fill in the name and the reason of the best 3 lecturers (Except for ICHARM Staff). 

Q-5  If you have any requests and comments for the course, please give us your opinions freely. 

 

 

各講義に対しては、GRIPSのアンケートでは5段階による評価のみ、ICHARMの評価は自由回答のみ

であったので、双方の結果を俯瞰しながら、アンケート結果を分析する。なお、自由回答結果一覧を参考

資料6-1に示す。 

 

 自由回答では、各講義とも好意的な回答が多いものの、中には次年度からの改善を要する指摘も含まれ

ている。 

図 6-1、図 6-2 から分かるとおり、“Computer Programming”の評価が相対的に低い。ただ、自由回

答では、「現実問題に対する演習があればより助けになる」「もっと演習が必要」「FortranだけでなくVisual 

Basic や他の言語も扱って欲しい」「より実務的な応用が欲しい」など、内容に不満と言うことではなく、

逆に演習の時間が足りなかったことが最大の要因だと思われる。他の講義内容とリンクさせながらより実

務的な演習を行う必要がある。 

 次いで評価の低い”Practice on Inundation Analysis”については、役立つ講義との評価も多いものの、

指摘事項としては「使用されているモデルの理論的な背景、支配方程式を詳細に説明・議論して欲しい」

「もっと時間が欲しい」との回答が多いため、モデルの利用方法だけではなく、その内容も説明するべき

であったと思われる。 

 “Sustainable Reservoir Development & Management”や” Control Measures for Landslide & Debris 

Flow”については、幅広い内容をさまざまな講師によっておこなったため、ややもすると同じ内容が繰り

返されたり、講義間の内容の繋がりが必ずしもうまくなかったりしたこともあり、自由回答では「（概要）

説明だけで詳細がない」「コンセプトが明確に理解できなかった」などの回答もあった。次年度では、特に

“Sustainable Reservoir Development & Management”では、1冊の教科書を講義で通読して学ぶように

する予定である。 

 “Hydraulics”では、「演習が少ない」との回答が多かった。昨年度は現在の2倍演習時間を設定していた

が、多いとの回答もあって今年度では半減させていた。カリキュラムの構成上、これ以上演習時間を増や

すことは難しいため、宿題を課すなど自由時間での課題を充実させることが必要である。 
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 “Practice on Hazard Mapping”では、国によっては地形図作成に利用するデータの制約で演習に難があ

ることが指摘されており、日本のデータを用いて演習をさせるなど、改善が必要である。 

  

 図6-3から、評価の低い項目として、「11. The instructor presented ideas clearly and logically.（講師は

明確にかつ論理的に考えを紹介してくれた）」「12. The instructor provided useful study materials.（講師は

役立つ学習資料を与えてくれた）」が挙げられる。両方に関係することとして、ややもすると、膨大な数のパ

ワーポイントスライドの説明に終始してしまい、グラフや図についての詳細な説明がないまま終了してし

まう講義が多いことが原因であることが推察される。 

  

6.1.2 講師に対する評価 

 ICHARMアンケートにおいて、『良かった講師ベスト3』と『役立った講義ベスト5』を各学生からあ

げてもらった。その結果を表6-3及び表6-4に示す。なお、『良かった講師ベスト3』には ICHARMスタ

ッフを含めないよう明記したが、含めている回答者もいる。また、講義と講師を混同している者もいた。 

 

表6-3 『良かった講師ベスト3』 

（有効回答：8名） 

No. Best1 Best2 Best3 

1 
Prof. Fukuoka 

(Chuo Unvi.) 

Dr. Osti Rabindra 

(ICHARM) 

Prof. Takeuchi 

(ICHARM) 

2 
Prof. Fukuoka 

(Chuo Unvi.) 

Dr. Fujisawa 

(PWRI)   

Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology)

3 
Prof.Jayawardena  

(ICHARM) 

Prof. Fukuoka 

(Chuo Unvi.) 

Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology)

4 
Prof.Jayawardena  

(ICHARM) 

Prof. Takeuchi 

(ICHARM) 

Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology)

5 
Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology) 

Prof. Watanabe 

(Kitami Institute of Technology)

Prof. Fukuoka  

(Chuo Univ.) 

6 
Prof.Jayawardena  

(ICHARM) 

Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology)

Prof. Takeuchi 

(ICHARM) 

7 
Prof. Fukuoka  

(Chuo Univ.) 

Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology)

Prof. Watanabe 

(Kitami Institute of Technology)

8 
Prof. Ishikawa 

(Tokyo Institute of Technology) 

Prof. Egashira  

(NEWJEC Inc.) 

Prof. Fukuoka  

(Chuo Univ.) 
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表6-4 『役立った講義ベスト5』 

（有効回答：8名） 

No. Best1 Best2 Best3 Best4 Best5 

1 

Local Disaster 

Management and 

Hazard Mapping 

 Practice on 

inundation analysis 

Local Disaster 

Management and 

Hazard Mapping  

Flood Hydraulics and 

Sediment Transport 

Sustainable Reservoir 

Development & 

Management 

2 
Basic concept of 

IFRM 

Local Disaster 

Management and 

Hazard Mapping 

Flood Hydraulics and 

Sediment Transport 

Sustainable Reservoir 

Development & 

Management 

Control measures for 

landslide and debris 

flow 

3 Basic hydrology   Advanced hydrology Hydraulics  
Computer 

Programming  
GIS  

4 

Prof. Amithirigala 

Widhanelage 

JAYAWARDENA 

Prof. Kuniyoshi 

Takeuchi 

Prof. Fukuoka, Chuo 

Univ  
Prof. Oki, Tokyo Univ Dr. Amano, PWRI 

5 
Basic concept of 

IFRM 
Basic hydrology  Advanced hydrology  

Flood hydraulics and 

sediment Transport 

Practice on 

inundation analysis 

6 Basic hydrology Advanced hydrology Hydraulics  
Basic concept of 

IFRM 

Practice on 

inundation analysis 

7 
Basic & advanced 

hydrology 

Basic concept of 

IFRM 

Practice on 

inundation analysis 

Flood hydraulics& 

sediment transport 
Hydraulics   

8 
Basic concept of 

IFRM 
Basic hydrology Advanced hydrology

Flood hydraulics and 

sediment Transport  

Practice on 

inundation analysis 
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 表6-3からうかがえるように、ICHARM以外の講師では、石川忠晴教授（東京工業大学）や福岡捷二

教授（中央大学）の評価が高かった。特に福岡教授は、講義の時期とアンケートの時期が半年近く離れて

いるにもかかわらず高評価であり、このことは、福岡教授の講義は印象深く、さらに学生のニーズに最も

合致したものであったからと思われる。また、同じく高評価である渡邊康玄教授（北見工業大学）や江頭

進治（ニュージェック技師長・前立命館大学教授）はともに洪水水理学や土砂輸送についての講義を担当

して頂いており、実務で働いている学生にとっては最も有益な講義であったと思われる。今後、より内容

を充実させて実施していく必要がある。石川教授の講義は板書が中心であり、水理学という基本事項をじ

っくりと教わったことが高評価に繋がっていると思われる。 

 また、昨年度と同様、選出されたほぼ全ての講師が大学教授である（あった）ことが特徴である。本修

士コースでは約50名の講師の方に講義をお願いしており、全ての講師の方から素晴らしい講義を頂いて

いるが、やはりその中でも大学の先生の評価が高いと言うことは、普段から教壇に立っている経験から、

学生の集中力を持続させる方法を心得ているのが一因であろうと感じた。 

 表6-4からは、表6-3で挙げられた講師による講義の評価が高いことが見て取れる。「Flood hydraulics 

and sediment Transport」（福岡教授）、「Hydraulics」（石川教授）、「Basic Hydrology」・「Advanced 

Hydrology」（Jayawardena ICHARM研究・研修指導監）、「Basic concept of IFRM」（竹内邦良 ICHARM

センター長）や「Local Disaster Management and Hazard Mapping」（田中茂信 ICHARMグループ長）

の評価は高い。これらは、図6-2の結果とほぼ合致している。「Practice on inundation analysis」は、GRIPS

によるアンケート結果では相対的に低いものの、表6-4では高評価である。演習としての重要性は理解す

るものの、解析ツールの理論的な説明などが必要だと感じた学生が多かったことがうかがえる。 

 

6.1.3 コース全体に対する評価 

 コース終了時に、学生に対しJICAからアンケートを実施した。以下にその結果を一部引用しながら分

析を行う。 

１． 単元目標の達成について 

 各学生ともおおむね達成できたとの回答であった。また、各単元は案件目標を達成する上で重要であ

るとの回答が多かった。 

２． 各単元のコンテンツについて 

 「最も有益な講義」で挙げられた講義の多くは、表 6-4 とほぼ同じであった。また、今後追加すべき

講義として、「防災を進めるための実現の方法」や「防災のための地域の活動」などが挙げられている。

これらは、伊勢市での住民へのヒアリングなど、既に本修士コース内でも実施しているが、市町村担当

者による現場の苦労話など、より充実していく必要があると思われる。 

３． プログラムのデザインについて 

 研修期間について「妥当」が 3 名、「短い」が 5 名であった。毎年、研修期間が短いとの声が多い。

特に本修士コースでは1年で修士号を取得させるコースであるため、前半半年で講義・演習を終了して

後半半年で本格的に修士論文に取り組むスケジュールのため、論文作成に割ける期間が短いことが原因
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と思われる。次年度からは、修士論文のテーマ設定を今年度以上に早く行うなど、対策が必要である。 

４． 研修で得た知識・経験は役立つか、どう役立てるか 

 「業務に直接活用することが出来る」（2名）、「直接的に活用することはできないが、業務に応用でき

る」（6名）との回答であったが、研修の成果を帰国後に活用するのは難しいとの回答が過半数であった。

その理由としては、「自分が意志決定の権限を有していないため」（5 人）、「活用に必要となる予算の確

保が難しいため」（5人）が多かった。 

本修士コースは、組織としての対応能力向上を目的とした「課題解決型研修」としての特徴を有して

いるが、この実現のためには学生所属機関の深い理解と協力が不可欠であり、単なる研修生の人材育成

にとどまらず、所属機関の長まで巻き込んだ取り組みが必要と感じている。 

 

6.2 ICHARMによるコース評価 

6.2.1 学生のコース到達度達成評価 

 資格要件に外れた学生はいなかったが、途中で体調不良のため1名が帰国したことは残念である。 

また、どの研修にも言えることではあるが、学生のレベルがまちまちであるため、講義や演習の実施に

若干の支障を来す部分があった。修士論文の作成では、各学生が抱える課題解決に資するためにテーマを

設定させるようこころがけたが、残念ながら1名は修士号を取得できなかった。 

表6-5では、単元目標毎に達成度の評価を行った。 

この結果、以下の研修目標については、 

To develop the trainee’s capacity to practically manage the problems and issues concerning water-related 

disasters in local levels and to contribute for socio-economic and environmental improvements in regional 

and national levels in developing countries.  

 

学生は本修士コースにおける、”Basic Concepts of Integrated Flood Risk management (IFRM)”

や”Local Disaster Management and Hazard Mapping”などの講義・演習を通じて現地コミュニティにお

ける水関連災害への実務的対処能力向上や、国家レベルからコミュニティレベルの各段階において、社会

経済的・環境を重視した改善への貢献に必要となる知識や技術を習得することが出来たと考えられる。 

 

さらに、以下の研修目標については、  

Students are expected to become an independent investigator in the areas of integrated flood disaster 

management, who is equipped with the most advance technical and legal know-how to enhance the basic 

understand of the challenges of flood risks and to translate this knowledge back to a practical water-related 

disaster reduction strategies including poverty reduction and the promotion of sustainable development at 

local, national and regional level. 
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表6-5 学生の達成度評価一覧表 

単元目標 指標 達成度 

1) 世界各地での統合洪水リスク管理に

おける最近の方法について精通するこ

と。 

講義中のディスカッ

ション、テストの実施

 

学生全員、講義やディスカッションを通じ

て統合洪水リスク管理に対する一般的な知

識はおおむね理解できた。 

2) 公共政策を含む地方及び国家レベル

での効果的なリスク軽減に必要とされる

ものを明らかに出来るようになること。

また、地方及び国家レベルでのリスク管

理体制、組織間の協調及び利害関係者を

含む管理の体制について計画できるよう

になること。 

現地でのタウンウォ

ッチング、テストの実

施 

 

 

三重県伊勢市でのタウンウォッチングや住

民へのヒアリングにより、洪水ハザードマ

ップによるリスク軽減の有用性を理解でき

た。また、講義を通じてリスク管理につい

ての日本の行政体制・法制度を理解できた。

 

3) 非常時の対応及び災害リスク軽減政

策における変化を見つけ出し監視するた

めの地方及び国家レベルでの指標を作り

出し、これらの政策の状況及び効果を監

視できるようになること。 

レポートの作成、テス

トの実施 

 

 

洪水管理に必要な水文学や水理学などの基

礎知識、洪水管理のための主要な構造物で

ある堤防やダム、砂防事業などについて、

講義・演習ならびに現地見学を行いその重

要性について理解できた。これらにより、

非常時の対応及び災害リスク削減政策にお

ける変化を見つけ出し監視するための指標

を作り出すことが可能になる。 

4) 明確な財政的、制度的及び法的枠組

みのもとに新たに突き止められた統合リ

スク管理政策により作成された計画の履

行に貢献出来るようになること。  

修士論文の作成 

 

各学生は、自らの機関が抱える洪水関連問

題を認識し、その解決のためにどのような

政策が可能かを検討し、修士論文としてと

りまとめた。 

5) リスク感知及び情報伝達問題や地球

温暖化・気候変動などの新しい脅威に配

慮しながら非常時の対応、復旧、緩和及

び準備などの全ての管理構成要素を考慮

に入れたリスク管理戦略を開発できるよ

うになること。 

講義の受講態度や演

習の成果、修士論文へ

の取り組み姿勢など

を加味した総合評価 

 

半年間での、様々な講義・演習、現地見学

によって、学生は様々な知識、技術を習得

し、リスク管理戦略を開発できる能力を身

につけた。 
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学生は、”Hydraulics”や “Flood Hydraulics and Sediment Transport”や” Sustainable Reservoir 

Development & Management”などの講義・演習や日本各地への現地見学を通じて、洪水対策に必要な最

新の基礎的・応用的知識を習得し、統合洪水マネジメント分野における専門家へ成長することができた。 

今後、各学生は、本修士コースで習得した内容を自国の水災害被害軽減対策立案および履行に出来る限

り資するよう努力する必要があり、さらにそれらをフォローアップできる体制づくりが望まれる。 

 

6.2.2 コース全体に対する評価と今後の課題 

１）昨年度からの改善点とその効果 

 3.2 で述べたように、学生の要望等を踏まえ、コースカリキュラムを再編したり、講義の数を増加させ

たりするなどの改善を行った。 

「Hydrology」の講義に関しては、昨年度は 15 コマだけであったが、「水文学は内容が多い上にスピー

ドが早い」との学生の要望に応える形で、今年度から「Basic Hydrology」15コマと「Advanced Hydrology」

15コマに分割し倍増させた。その結果、表6-4でも挙げたように、両方の講義とも「学生からの役立った

講義」の上位に入ることが出来、昨年度は「自国において最も有用と思われる講義」としてはあまり評価

が高くなかったことを考えると、大きな進歩と言える。 

また、今年度から「Computer Programming」を追加した。6.1.1でも述べたように、学生からの表面

的な評価はまだ高くないものの、自由意見から判断すると内容の改善次第で学生からの評価も高くなるこ

とも予想され、次年度は他の講義の内容も踏まえ、より実務に応用できる内容を追加して実施したいと考

えている。 

さらに、前年度での評価が高い講義として、「River Channel Planning」や「Concept of IFRM」「Outline 

of IFRM」が挙げられるが、これらは「IFRM(1)～(3)」の中の講義として実施された。しかし、「IFRM(1)

～(3)」としては、「内容の重複等があり若干非効率である」との学生からの意見があったため、「IFRM」

と「Flood Hydraulics and Sediment Transport」に再編した。その結果、ほぼ全ての学生が「役立った

講義ベスト5」にいずれの講義とも評価するなど、さらなる改善が図られたと言える。 

 

２）全体を通じての評価 

 本研修は2年目となるコースだが、昨年度のさまざまな反省を踏まえて実施し、総合評価では全員単元

目標を達成し、研修を終了することが出来た。 

しかしながら、1 年目と比較すると学生間での能力のばらつきが大きく、優秀な者とそうでない者の差

が大きく現れた。Biswas氏とJin氏の成績上位2名は、水文・水資源学会（8月実施）および土木学会サ

マーシンポジウム（9 月実施）でともに研究発表を行い、特に Jin 氏は土木学会サマーシンポジウムの発

表セッションにおいて最優秀賞を獲得するなど、研修の成果が大いに現れたと言える。他方、提出まで 1

ヶ月となった段階でもまだ修士論文内容の掘り下げが浅い者や、期限内に論文を作成できずに修士号を授

与されなかった者もおり、次年度において早急な対策が必要である。 
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また、毎年コースオリエンテーションの一環で、講義に遅れないことやレポートの締め切りには間に合

わせるなどの基本事項を学生には徹底しているが、今年度コースでは昨年度以上に、時間や締め切りにル

ーズなところが散見された。前年度のコースでは3人の日本人学生がおり、外国人学生は彼らのやり方を

見たり、日本人学生から教えられたりしながら、時間通りに行動することの重要性などを体得していった

と考えられる。幸いなことに、2009-2010年コースには日本人学生が1名おり、同じような効果を期待し

ている。 

 

３）他の研修コースとの連携 

 本修士コースの最中となる11月には、JICA研修「洪水ハザードマップ作成コース」を並行して実施し

ており、ほぼ全ての講義・演習・現地視察を合同で実施した。 

「洪水ハザードマップ作成コース」と合同で実施することにより、総勢 19 名、学生の国の数はバング

ラデシュ・カンボジア・中国・マレーシア・インドネシア・ネパール・ラオス・マレーシア・フィリピン・

タイ･スリランカ・ベトナムと、アジアの中でも洪水災害多い地域をほとんどカバーする計12カ国で研修

を行うこととなった。 

そのため、非常に国際色豊かな研修となって学生間での交流が深まるとともに、講義・演習において活

発な議論が行われた。次年度の研修コースにおいても、他の研修との連携を出来る限り行う方針としたい。 

 

４）今後の課題 

 今年度のコース実施で見えてきた課題は以下の通りである。 

＜修士論文の円滑な作成について＞ 

 現在 JICA においては日本語講習を実施しているが、英文での修士論文作成のためには、そのため

の英語研修も集中的に実施する必要がある。また引き続き、論文作成時の英文の指導も実施する必要

がある。さらに、論文作成に必要となる基本的なパソコンソフトのワードやエクセルについても使い

方を指導する必要がある。 

＜修士論文の作成手順について＞ 

昨年度の反省を踏まえ、各学生には昨年度より早い段階で修士論文のテーマを考えさせ、さらに

ICHARM の専門研究員を個別にチューターとして配置し、修士論文に対する十分な時間や指導体制

を整えたつもりであったが、そもそも自国における水関連災害の問題分析が浅い者などもおり、必ず

しもこちらの意図したとおりに作成手順は進まなかった。 

また修士論文の作成過程において、必要なデータ提供などの面で各学生の所属機関との連携・連絡

が不十分の者がおり、所属機関にも当事者意識をいかに持たせるかが課題である。 

＜現地見学について＞ 

学生にとって現地見学は、異国の治水対策を目の当たりに出来る貴重な学習機会であり、単なる物

見遊山に終わらせないためにも、事前の予習、事後のレポート作成を課した。英文作成の基本能力を

向上させるためにも引き続き実施する必要がある。 
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＜アクションプランについて＞ 

アクションプランについては、修士論文提出後に本格的に着手したため、帰国日までにあまり時間

がなく、作成に時間が割けなかった。次年度以降は、修士論文提出を早め、アクションレポート作成

にじっくり取り組ませる必要がある。 

また、アクションプランをより現実的なものとするため、アクションプラン作成時に出身組織との

連絡を課したり、半年後や1年後のフォローアップも行ったりするべきであろう。 

＜帰国後のフォローアップについて＞ 

本修士コースの目的としては、社会的要請に必要な最新の技術を持ち合わせている専門家を養成し、

その結果、一国の計画における災害マネジメントの重要性を彼らが政策決定者に提示することができ

るようにすることを掲げている。これは、一朝一夕に出来るものではなく、帰国後も継続してフォロ

ーアップを行う必要がある。 
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Chapter 7:  終わりに 

7.1 本研修で得られた成果 

ICHARMでは「研修活動」は、「研究活動」・「情報ネットワーク活動」と並ぶ三本柱の一つに位置づけ

ている。 

それを踏まえ、ICHARM はこれまでにJICA「洪水ハザードマップ作成研修」を5か年計画で実施し、

2009年度からは新たに3ヶ年計画で、防災機関としての組織対応能力向上を目指すJICA「洪水ハザード

マップを活用した地域防災計画研修」を開始する予定である。 

このたび、2 期目となる本修士コースを無事に実施したことで、ICHARM に研修企画・運営のノウハ

ウがさらに蓄積されたことはもちろん、学生の修士論文作成を通じて対象国の水関連問題の解決にも資す

ることになり、ICHARMが活動のキーワードとしている”Localism”への契機となっている。 

また、本修士コースは、「情報ネットワーク活動」にも大きく寄与している。すなわち、学生の所属す

る組織とのつながりが毎年太くなり、様々な面で現地の状況が見えるようになってきた。学生を通じたこ

のような国際的なネットワーク形成活動は、今後の ICHARM の活動に大いに役立つものと思われ、研修

終了後も密に連絡を取れる体制を継続することが求められる。 

 

7.2 卒業生からのメッセージ 

最後に8名のうち6名から寄せられた卒業生のメッセージを掲載する。 

 

氏名 メッセージ 

 

Biswas Robin 

Kumar 

Technology is always advancing for the betterment of mankind. Being a citizen of a developing country 

like Bangladesh, I was not well up to date regarding the modern technological development all around the 

world in the field of disaster countermeasures. I am extremely elated to pick the opportunity to study about 

the disaster in ICHARM. The designed course of this organization is practical oriented and will be helpful 

for me in coming days to serve my country effectively and efficiently. 

I am thankful to all the members of ICHARM for providing a pleasant environment of knowledge 

accumulation. 

Jin Ke 

 

I am so proud to participate in this Master Program. China is a developing country which is suffering from 

frequent natural disasters. Huge amount of losses are caused by natural disasters each year. Japan is a 

developed country which has abundant experiences of disaster management and mitigation. Learning 

advanced technologies and experiences from Japan would surely contribute to the sustainable development 

of China. 

During my stay, ICHARM invited professors from different research institutes. They taught me lots of 

related theories, together with the causes, phenomena and prevention methods of different natural disasters. 

Theoretically discussing and practically application combined perfectly. 

This is my first chance to study abroad. I learned plenty of specialized theories and advanced disaster 
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mitigation methods, and have formed a scientific way of thinking. Thanks to JICA, thanks to ICHARM, 

thanks to GRIPS, for giving me such a great learning opportunity. I would go on devoting myself to hard 

studying and striving for more progress. 

I believe in that the learning experiences here would momentously impact on my working ability after my 

returning to China. 

Xiao Fei 

 

Time goes so quickly that this one-year master course of Water Related Risk Management will soon come 

to the end in September. I can still remember the time when I arrived in Japan, the most developed 

countries in Asia. Upon my arrival, I had a wonderful time and also I could build a better understanding of 

Japanese people, culture and the society.  

During this course, I achieved so much from the advanced lectures and reports of different topics, 

especially the lectures of Flood Risk management, Basic and Advanced Hydrology and Hydraulics, it 

would really help me a lot in my future works. One year is tough for me to learn so much knowledge and to 

complete the master thesis within six months. However, I could concentrate myself totally on the study 

since I had joined work, and it gave me a valuable experience and unforgettable memory. I am so grateful 

to GRIPS, ICHARM and JICA. And I really appreciate the comfortable studying and living environment 

that had been provided. I sincerely extend my great thanks to professors of GRIPS and ICHARM, with the 

knowledge I acquired from them I can do a better job. 

Alemu Yonas 

Tadesse, 

Ethiopia 

 

ICHARM aims at contributing to the prevention and mitigation of water related disasters in the world. In 

the training sector ICHARM has did a lot to train students in a one year masters program. ICHARM has 

strong commitment and qualified staffs to equip students to be water related problem solvers and bring a 

difference in the water sector after completing their study. During the one year training program it is found 

that the curriculum for the program is well prepared, course contents are well selected and instructors are 

high standard. Moreover, the theoretical class lectures are supported by field excursion which gives good 

opportunity to students to realize how the theoretical knowledge could be implemented in the real 

environment in the field. This is one of the best practices which I observed in ICHARM during one year 

stay for training. 

The training program including the course delivered is quite important to produce qualified students and 

students who had the opportunity to study in ICHARM are confidential to involve and contribute their parts 

in the water related problems of their countries. Therefore, the master’s program is very important in 

producing competent and responsible students in solving water related disasters. Moreover, staying in 

ICHARM not only helpful to study the subject matter of water related disasters rather it has the opportunity 

to learn how to collaborate and help each other and learn the importance of efficient utilization of time. 



 
43 

 

 

Simatupang 

Maruli  Tua 

Gregorius 

 

"To be one of the participants in this “Flood-related Disaster Mitigation Master Program” is a great 

promising opportunity.  I can learn a lot about flood and its mitigation and also special knowledge about 

mitigation policy.  It is an interesting experience to study in Japan especially in ICHARM. Change 

information, experience and knowledge between all participants from other countries are one of the 

valuable things.  Study in ICHARM is a big challenge because I can learn about flood from the experts. I 

hope all the knowledge which I acquire here can be implemented in my works specially to reduce the flood 

hazard in my country.  Study in Japan is a thrilling and excited, because everything are organized well by 

ICHARM and JICA. The hospitality of Japan makes my stay become more pleasant.  

Last but not least, I would like to say sincerely thanks to all of lecturer and staff in ICHARM for great 

support during my study and to JICA by giving me a challenge to study in Japan. And also for all my 

friends, participants, for the great time that we spent together, helping and support each other, this is an 

unforgettable moment in my life." 

KHORSUK 

Banluesak 

Living and studying in ICHARM are extremely far away from my normal life. We have to do everything 

in the short time which is tough for me. However, among the experts here, it is a very good opportunity to 

gain knowledge from them then apply that to our individual study and our work. This course is aiming to 

countermeasure for flood-related disaster. So far, we have learned a lot of things in various subjects, some 

are fundamental and some are applications. To be successful in disaster mitigation, we need both of them. 
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～謝辞～ 

 

本修士コースは 2 年目であり、1 年目の反省を踏まえて全体スケジュールやカリキュラムの見直しを行

い、より充実を図ってきたが、まだまだ改善すべき点は多くあり、皆様のご意見を頂ければ幸いです。 

最後になりましたが、本修士コースを実施するにあたり、多忙な中講義や演習を行って頂いた各大学の

先生方及び行政の方々、現地視察を快く引き受けて頂いた国土交通省事務所ならびに市町村の方々や住民

の方々に厚くお礼申し上げます。 

 


